
カリキュラムマップ（幕張ヒューマンケア学部　理学療法学科）

学年 期

疾病と障害の成り立ち

及び回復過程の促進

保健医療福祉のリハビリ

テーションの理念
理学療法治療学

栄養学特論 医療制度と関係法規 理学療法学演習Ⅲ

臨床心理学 チーム医療論

理学療法管理学 臨床実習

理学療法学演習Ⅲ

障害者スポーツ 理学療法管理と教育

徒手治療学Ⅰ 地域リハビリテーション実習

小児理学療法学 総合臨床実習Ⅱ

徒手治療学Ⅱ

ウィメンズ・メンズヘルスケア

人間形成の基礎 地域理学療法学

がんのリハビリテーション 地域理学療法学 総合臨床実習Ⅰ

コミュニケーション論 理学療法学演習Ⅱ－2 生活環境論

救急救命法 スポーツ理学療法 予防・産業理学療法学

小児看護学実習Ⅱ　1単位

神経系理学療法学演習

理学療法学演習Ⅱ－1 高齢者理学療法学

疼痛と理学療法

内部障害系（循環器系）理学療法学

内部障害系（代謝系）理学療法学

内部障害系（呼吸器系)理学療法学

内部障害系理学療法学演習

切断の理学療法

装具学

物理療法学 理学療法研究法

バイオメカニクス実習 運動器系理学療法学演習

臨床栄養学 理学療法評価学 神経系理学療法学

臨床薬理学 理学療法評価学Ⅱ 日常生活動作学 理学療法用語論 理学療法リスクマネジメント

老年学 公衆衛生・疫学 理学療法と画像評価 運動療法学演習 理学療法ゼミⅡ-2 総合評価学実習

小児科学 理学療法評価学演習 運動器系理学療法学

異文化理解 神経内科学

人間発達学 運動器系疾患と治療

医療英語 生理学実習 内科学 動作分析学 運動療法学 理学療法ゼミⅡ-1

解剖学実習 精神医学 理学療法評価学Ⅰ

病理学

自然科学の理解 運動生理学

カウンセリング論 運動学Ⅱ 臨床医学総論 理学療法概論

倫理と医療 情報処理 英語Ⅱ 運動学Ⅰ

社会福祉論 生化学 生理学Ⅱ 理学療法ゼミⅠ-2

スポーツ健康科学Ⅱ 統計学入門 運動解剖学

解剖学Ⅱ

哲学 学習・自己教育の基礎 英語Ⅰ

ヒューマンケア概論 生命理解のための科学

心理学 生物学 生理学Ⅰ リハビリテーション概論 理学療法学演習Ⅰ 理学療法ゼミⅠ-1

法学 数学の基礎 行動科学論 解剖学Ⅰ

スポーツ健康科学Ⅰ 物理学入門 大学入門講座

1～4

共通

人体の構造と機能

及び心身の発達 卒業研究Ⅰ

基礎理学療法学

卒業研究Ⅱ

学科CP

MP-DCP1-1-1:ひとの気持ちを理解し、共感し、寄り添う気遣いをもって役割を果たせる。

MP-DCP1-2-1:ひとの健康と幸福にかかわる広い視野を持ち、理学療法士としてひとに働きかける態度、表現力を身につけ

る。

MP-DCP1-3-1:ひとと社会に貢献するために、社会を知り、活動するための広い教養と社会における倫理感を身につける。

MP-DCP２-1-1:医療で理学療法士の役割を果たすために必要な基礎および臨床の知識と技能を身につける。

MP-DCP２-1-2:人体の構造および機能の理解のもとに理学療法を実践できる力を身につける。

MP-DCP２-1-3:身体機能の正常な発育成長、老化とその異常を理解し適切な理学療法の計画と実施を身につける。

MP-DCP２-1-4:リハビリテーション、社会復帰のための理学療法計画を立て実践する力を身につける。

MP-DCP２-1-5:スポーツにおける身体能力向上のための理学療法を計画し実践する力を身につける

MP-DCP２-2-1:社会、地域、学校で、ひとが身体機能を維持し健康な生活を送る方策を考え実践できる力を身につける。

MP-DCP２-2-2:身体機能に障害のあるひとが、望ましい生活を保持、改善する方策を考え実践できる力を身につける。

MP-DCP２-2-3:女性の健康維持、身体機能向上のための理学療法を計画し実践する力を身につける。

MP-DCP２-3-1:医療にかかわる法律を遵守し、理学療法士としての役割を果たすことを身につける。

MP-DCP２-3-2:社会と医療の倫理を遵守し、自分の役割を果たすことを身につける。

MP-DCP3-1-1:未知の問題を科学的に分析、研究し、根拠に基づく

解釈にいたる力を身につける。

MP-DCP3-1-2:研究倫理、生命倫理に基づく研究を実践する力を

身につける。

MP-DCP3-2-1:理学療法学と身体機能に係わる課題を分析し、問

題解決の方法を見つけ、解決に導く力を身につける。

MP-DCP3-2-2:ひとにあわせて運動能力を高める訓練を計画し実践

する力を身につける。

MP-DCP3-3-1:専門にかかわる最新の情報を検索し、信頼性を吟味

し、教育、研究、理学療法に応用する力を身につける。

MP-DCP3-3-2:理学療法士が医療で求められる文書を作成できる。

MP-DCP3-3-3:研究成果を論文として公表できる。

MP-DCP4-1-1:医療に係わる多職種を理解し、尊重しながら協働する態度と技能を身につけ

る。

MP-DCP4-1-2:専門職の立場から適切な選択や判断を他職者が理解できるように説明する

力を身につける。

MP-DCP4-2-1:環境や場に応じて適切な多職種の機能的チームを構築し、主導する力を身

につける。

MP-DCP4-2-2:環境や場に応じた危機管理を行う力を身につける。

MP-DCP4-3-1:自分の役割、専門的知識を、人に合わせて分かりやすく説明あるいは質問に

対して的確に回答できる。

MP-DCP4-3-2:他者に説明し、共感を得て、理学療法や身体機能改善について行動変容

を導くことができる。
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